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(1) 　

y′ = − 1

(x− 4)2

であるから，s > 4として，C 上の接点を
(
s， 1

s− 4

)
とすると，接線の方程式は

y = − 1

(s− 4)2
(x− s) +

1

s− 4

となる．これが点 Qを通ると仮定すると

− 1 = − 1

(s− 4)2
(1− s) +

1

s− 4

(s− 4)2 = (1− s)− (s− 4)

s2 − 6s+ 11 = 0 · · · 1⃝

2次方程式 1⃝の判別式を D とおくと
D

4
= 9− 11 < 0

であるから，2次方程式 1⃝を満たす実数 sは存在しないため矛盾．
したがって，C の接線で点 Qを通るものは存在しない． □
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(2) 　 Sn は右図の全ての長方形の面積の和に等
しい．
n ≧ 3 のとき，図の斜線部分 (省略されている
が，以降も含む)と，関数 y = x− 3

2，直線 x = 2，
x = n， x 軸で囲まれた部分の面積とを比較する
ことで
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と合わせて，題意は示された． □
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(5) 　 ak において部分積分を行うと
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を得るため，題意が示された． □
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